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今
号
の
主
な
内
容

地
域
福
祉
計
画
（
素
案
）
に
意
見
を
（
２
ペ
ー
ジ
）、 

青
少
年
の
善
行
を
表
彰
（
３
ペ
ー
ジ
）、
特
集
「
新
た
な
総
合
計
画
・
３
つ
の
戦
略
と
共
通
方
策
で
ま
ち
づ
く
り
」（
４
・
５
ペ
ー
ジ
）、
舞
鶴
・
丹
後
冠
島 

周
遊
ク
ル
ー
ズ
（
８
ペ
ー
ジ
）

再生紙を使用しています
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次号の折り込みは８月 16 日（火）
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（2011 年）
※バーコード
リーダー機能
がある携帯電
話 は 下 の QR
コードから。

タデ科　見ごろ…８月～９
月

　道端や山地の至る所に見られる大型の多年
草。茎は中空で若い茎には紅紫色の斑点があり、
古くなると木質化する。葉は広卵形で先は尾状
に尖

とが

る。夏になると、葉の付け根や枝先に白色
または淡赤色の花を多く付ける。雌雄異

い し ゅ

株。名
前の由来は、若葉をもんで擦り傷や切り傷など
の傷口に当てると、痛みが和らぐとされている
ことから。

協力＝瓜生勝朗  市文化財保護委員（植物分野）

イタドリ

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

今
回
策
定
し
た
新
た
な
総
合

計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
意
見
を
反
映
し
、
誰
も
が

分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た

め
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
な
ど
、
市
民
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
で

す
。

　

３
つ
の
検
討
部
会
に
分
か
れ

て
開
催
し
て
き
た
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
部
会
員
55
人
で
構

成
。
計
25
回
開
催
）
か
ら
の

提
言
や
16
歳
以
上
の
市
民
２
，

５
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）
を

対
象
と
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
（
回
答
者
１
，
１
３
７
人
、

回
答
率
45
・
５
％
）、
市
総
合
計

画
審
議
会
（
座
長
＝
冨
田
康
光
・

前
京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校
長
、
13
人
）
か
ら
の
答
申

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
年
の
市
議

会
６
月
定
例
会
の
可
決
を
経
て

策
定
し
ま
し
た
（
策
定
ま
で
の

経
過
は
下
表
の
と
お
り
）。

　

同
計
画
は
、
今
後
８
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め

る
基
本
構
想
と
前
期
４
年
間
の

具
体
的
な
施
策
を
示
す
実
行
計

画
（
23
～
26
年
度
）
の
２
階
層

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
概
要
は

左
図
の
と
お
り
。

港を活用し、より元気なまちへ

基
本
構
想

　

本
市
で
は
、市
是
で
あ
る
「
平

和
産
業
港
湾
都
市
」
を
基
礎
に

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
要
請
に
応

え
る
都
市
像
を
定
め
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

同
計
画
で
は
、
今
後
、
目
覚

　

新
た
な
総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課
（
☎
66
・
１
０
４
２
）
へ
。

８
月
14
日
（
日
）、
城
屋
地
区
の
雨

引
神
社
で
。
高
さ
約
16
㍍
の
大
松
明

に
、
小
松
明
を
投
げ
て
火
を
付
け
る
。

４
０
０
年
以
上
昔
の
大
蛇
退
治
伝
説

に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
雨
ご
い
と
稲

の
豊
作
を
祈
願
。
見
ご
ろ
は
22
時
ご

ろ
。（
府
登
録
・
市
指
定
文
化
財
）

８月 15 日（月）、小橋地区の海岸で。地
元の 10 ～ 14 歳の子供たちが、竹やわ
らで作った長さ約５㍍の精霊船に供え物
を積み、浜から海に送り出す。11 時ごろ。

（府登録文化財）

８月 16 日（火）、伊佐津川河口の大和橋付
近で。川に入り、高さ約 18㍍の万灯籠に火
を付けて回転させる。江戸時代中期、クラ
ゲが大量発生した際に、海神の怒りを鎮め
るため始まったとされる。見ごろは 20 時
ごろ。（府登録文化財）

14
日  

城
屋
の
揚あ

げ

松た
い

明ま
つ

15 日

16
日  

吉
原
の
万ま

ん

灯ど

ろ籠

“東アジアに躍動する 国際港湾・交流都市　舞鶴”

“子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち・舞鶴”の実現

まちの安定的成長戦略

働く場の創出と
地域経済の安定的成長

●京都舞鶴港を活かした産業の振興
●商工業の振興による経済規模の拡大
●農林水産業振興による経済規模の拡大
●観光産業の振興によるビジネスチャンスの創出
と観光消費の増大
●環境を意識した産業の振興
●雇用の確保・安定と働きやすい環境づくり

魅力あるまちへのイノベーション（※）
●定住環境向上への取り組み
●環境都市創造への取り組み
●歴史・文化都市創造への取り組み
●観光都市としての魅力づくりと発信

次代を担う人材を育成する環境づくり
●安心できる子育てと人格形成の基礎を培う乳
幼児期の環境づくり
●心豊かでたくましい子どもを育成するための
小・中学校期の環境づくり
●高校・高等教育期の人材育成を支える環境づくり

生涯にわたる学びの環境づくり
●おとなの学びの場づくり
●家庭での学びの環境づくり

次代を担う人材の育成戦略

地域のつながりと地域力の向上
●人権の尊重と相互扶助の地域づくり
●市民が主体となった誰もが参画できる地域づくり

安心・安全な地域社会の構築
●危機対応力の強化と安全の確保
●災害に強い都市基盤づくり
●地域医療の確保

みんなで支え合う地域づくり戦略

支え合いの基礎となる
家庭の構築と生活の支援

●支え合いの基礎となる家庭づくりの支援
●健康な心身づくり
●高齢者が安心して生活することができる環境づくり
●障害のある人が安心して生活することができる環
境づくり
●総合的な福祉サービスの充実

まちづくりの基本目標

都市像

まちづくり戦略

まちづくり戦略を推進するための共通方策
❖行政の基本方針
❖持続可能な財政運営の推進
❖都市と生活を支える基盤施設の整備、維持管理の推進
❖組織改革と職員の能力向上
❖計画の進行管理

新たな総合計画 策定までの経過

平成 21 年  ９月 舞鶴市総合計画審議会設置
次期総合計画策定方針決定

                  10 月 舞鶴市総合計画策定にかかる市民ワ
ークショップを開催

                  12 月 市民アンケート調査を実施

平成 22 年  ５月 市民ワークショップから提言

                   ６月 同審議会から答申

                   ７月 次期総合計画策定庁内策定会議を設置

                 12 月
次期総合計画（素案）を決定
パブリック・コメントを実施
市議会が調査特別委員会を設置

平成 23 年  ２月 多々見市政がスタート
次期総合計画（素案）の見直しを表明

                   ５月 次期総合計画（新素案）を決定
パブリック・コメントを実施

                   ６月 市議会が基本構想審査特別委員会を
設置

                   ７月 次期総合計画・基本構想の議決、策定

                   ８月 施行

  

市
で
は
、
今
後
、
市
が
目
指
す
べ
き
方
向
や
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
の
指
針
と
な
る
「
新
た
な
総
合
計
画
」（
平
成
23

～
30
年
度
）
を
策
定
。
８
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
「
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域

社
会
づ
く
り
部
会
」
に
参
加
さ
れ
た
岸
鶴
麻
衣
さ
ん
に
、

今
回
策
定
し
た
新
た
な
総
合
計
画
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

８
月
14
日
～
16
日
、
各
地
区
で
恒
例
の
伝
統
行
事
が
催
さ
れ

ま
す
。
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
催
し
に
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
（
写
真
は
い
ず
れ
も
昨
年
の
様
子
）。

小
橋
の

精し
ょ
う
ら
い
ぶ
ね

霊
船
行
事

市
民
と
と
も
に

作
り
上
げ
た
総
合
計
画

新たな総合計画を策定
８月１日 施行

（※）イノベーション…改革、革新

実行計画

基本構想

ま
し
い
発
展
が
期
待
さ
れ
る
東

ア
ジ
ア
地
域
の
成
長
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
込
む
都
市
戦
略
の
意

図
を
明
確
に
す
る
た
め
、
都
市

像
を
“
東
ア
ジ
ア
に
躍
動
す
る

国
際
港
湾
・
交
流
都
市 

舞
鶴
”

と
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

目
標
を
“
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
・
舞
鶴
”
の
実
現
と
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
行

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
中
で
、
人
口
は
ま
ち
の
活

力
を
保
持
す
る
上
で
最
も
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

現
在
の
人
口
が
維
持
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
や
働
く
場
の
確

保
・
創
出
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

実
行
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
４
・
５
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

60

総合計画の概要

受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事

子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　

子
ど
も
が
い
る
の
で
、
子

ど
も
や
子
育
て
世
代
が
住
み

や
す
い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
参
加
し
ま

し
た
。
舞
鶴
市
は
、
共
働
き

の
家
庭
が
多
い
の
で
、
働
き

な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
「
学
区
を
越
え

て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場

の
設
置
」
を
提
案
し
ま
し

た
。
ま
ち
が
良
く
な
る
に
は
、

実
際
に
住
ん
で
い
る
市
民
の

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
市
民
と
行
政
が
一
緒
に

作
り
上
げ
た
計
画
が
、
実
現

す
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

岸鶴麻衣さん（八反
田南町）

▼
人
口
減
少
へ
の
対
応
▲


